
里山再生奮闘記

ー森林・山村多面的機能発揮対策事業を通してー

ＮPO法人馬頭農村塾
代表 野崎威三男、

ー関係人口創出マッチング会議ー

２０２４．１２．１１．

札幌（対面・オンライン併用）



１） 僕の原点；

1958.03.        関東学院高等学校卒業

1958.04.        立教大学入学

1958.08.   国際ワークキャンプ 岩手県・奥中山・日本キリスト教奉仕団（酪農センター設立）
日本基督教奉仕団主催。岩手県奥中山。岩手県＝日本のチベット（母親と新生児
死亡率が高い）。 アメリカの教会から寄贈されたジャージー種乳牛を増殖・配布す
る酪農センターを設置し、酪農を普及して開拓者・入植者の生活を安定させると同
時に、新生児・妊婦の死亡率を下げることを目的とした。４年間夏冬山籠もり。これ
がきっかけで、日本の農村で奉仕することを決意。付けられたニックネームは「百姓」
当時の西ドイツ大統領のニックネームも”Bauer”(百姓）。

1959.10. 伊勢湾台風救援活動 愛知県・名古屋YMCA

1960.08. 国際ワークキャンプ 沖縄県・宮古島（ハンセン氏病療養施設）

６０年。沖縄ワークキャンプに参加。復帰以前で外務大臣岸伸介の渡航証明書を持参

1961.07. 飯田地区災害ワークキャンプ 長野県・知久町教会

1974.04.-1991.03. 栃木県（学）アジア学院(職員）

1990.08. 国際医療ワークキャンプ インドネシア・北スマトラ（カロバタック・アジア学院卒業生）

長男・威功真が大学生で参加。

現在は国立国際医療研究センター勤務。JICAの感染症

専門家としてザンビア、ミャンマー、カンボジアに派遣。

小生はビルマに派遣.され、親子二代で仕事をした。

大学４年間、夏はワークキャンプ、冬は毎年岩手県・奥中山に山籠もり！



1939.09. 横浜生まれ

1958.03. 関東学院高等学校卒業

1958.04．立教大学入学

1962.03. 立教大学卒業

1966.03. 日本獣医畜産大学卒業

1966-67. 栃木県三和酪農協同組合

1968-70

1969.12. 結婚(デンマーク）

1970-74  静岡県・デンマーク牧場

1974-91  栃木県・アジア学院（職員）

80-82

1991-94
1994-97

1997-00

2000-01

2002-05

2006-09  栃木県・アジア学院（校長）

06.06. 米国・北米アジア学院後援会

06.10. 天皇・皇后両陛下、アジア学院訪問

07.08. ザンビア・アジア学院同窓会

2009.12. 馬頭農村塾。土地購入

2011.09. NPO馬頭農村塾 登記

2014.04. 森林・山村多面的機能発揮対策事業開始

デンマーク（渡航）

ミャンマー 国際協力事業団（コロンボプラン専門家）

ジョルダン 世界ＹＭＣＡ同盟（湾岸戦争復興支援）

ジョルダン 国際協力事業団（シニアボランテイア調整員）

ジョルダン 国際協力事業団（家族計画プログラム調整員）

スリランカ 日本紛争予防センター（南西アジア事務所長）

ブータン 国際協力機構（シニアボランテイア調整員）

大学卒業後５８年余
２０年間はアジア学院
１９年間は海外在住
１４年間は馬頭農村塾
５０数カ国を訪問

２０２４年
８５歳

1958.08. 国際ワークキャンプ参加
1959.10. 伊勢湾台風救援活動参加 名古屋YMCA
1960.07. 沖縄ワークキャンプ参加
1961.07. 飯田地区災害ワークキャンプ参加

86-88 馬頭町 アジア学院学校林造成

89.07.  インドネシア・医療ワークキャンプ

1958年、岩手県奥中山の国際WCに
参加した事が私の人生を決定付けた。



＊) 具体的技術；畜産コンサルタント補佐資格取得（国家試験、スカンジナビア３か国共通）

＊) デンマークの歴史;   １８６４年 プロシャ・オーストリア連合軍に敗れ、豊かな２州を割譲。

２人の人が立上り、疲弊に打ちひしがれた国民を鼓舞し、再建に尽力した。
１) グルントビッヒ Rev. Nicolai Frederic Grundvig (1783-1872)、牧師

「再生デンマークの父」、「国民高等学校(Folke Hojskole) の生みの親」、
「三愛主義 （神を愛し、土を愛し、隣人を愛する）」を提唱・実践

2） ダルガス Mr. Enlico Dalgas (1828-1894)、デンマーク陸軍の工兵士官。土木学者、地質学者
、植物学者。「剣を鋤に替えて！」 「外に失ったものを、内で取り戻そう！」、
親子二代に渉り、ユトランド半島に植林をし、荒涼とした不毛のヒース地帯を豊饒の地・緑の森・
牧草地に変えた。植林に依り気象が一変し、洪水も無くなった。かくして敗戦国デンマークの再
生 ・復興に多大な寄与をした。

＊) 内村鑑三 (1861-1930) 「デンマルク国の話」－信仰と樹木をもって国を救いし話 (1926)
文部省編纂・六年生・国語教科書に「みどりの野」の題名で掲載（昭和２２年）。
「樹を植えよ」 国民新聞寄稿 (1924)

「文部省は宜しく植林日（Arbor Day）を定め、一年に一日、全国の小学校生徒をして、一人一
本づつの苗木を植えしむべし。これは上杉鷹山公が米沢のやせ地を化して東北第一の沃土
となした方法である。」 「製造業商業励むべしといえども忘るべからざるは農の国本たること
である。そして農の本元は森林である。 山が茂りて国は常に栄ゆるのである。」
後日談；「朝鮮半島に毎年1億6千万本の有用樹木の苗木が植え付けらるると聞いて嬉しい」
二宮尊徳を日本の賢人として尊敬。

＊)二宮尊徳 (1798-1856) 江戸末期の農村改良家。節約・隠徳を説き、報徳社運動を全国に展開。
「心田を耕さざれば田を耕すことあたわず」（＝土を耕す前に心を耕せ）。
渋沢栄一（日本資本主義の父）を始め、近代以降の実業家に多大な影響を与えた。

デ・メッツ フランスの社会改良家
「人は地を拓き、地は人を拓く」

２）デンマーク（1968-70）で学んだこと。



３）現場で学んだ事；

（１）1968-70   デンマーク滞在中。デンマークの歴史及び学生生活体験から。

（２）1970-74   デンマーク牧場研修所（静岡県袋井市）

(a) 微生物農法への関心。掛川の養豚農家が自前で発酵菌を研究・実施。

野崎も市販の発酵菌を使い発酵飼料を生産。

これが発端で、アジア学院で "Microbacterial Farming“ の授業を持つ。

(b) 有機農業への関心。

賀川豊彦 1936年 アメリカ・コーネル大学訪問。バクテリア肥料が市販.

「人間の後には砂漠あり」 当時のアメリカの耕作現状を見て。

「怒りの葡萄」（J.スタインベック）

帰国後1943年 乳酸菌バクテリアアクチラスの実験。

「立体農業」（樹木農業）を提唱。

「樹木農業」 穀樹（クリ，カシ等堅果を着ける樹木）を振興。

「二階農業」 樹木の下に一年生作物を植える。

香川県 豊島農民福音学校（立体農業） 藤崎盛一と共に。

岡山県、 久宗立体農業研究所。義父・久宗壮による実験。

岩手県 小井田立体農業研究所。、

＊ １９２９； “Tree Crops; A Parmanent Agriculture”, by John R Smith



ー共に生きるー
同和

同じ者が和する、「同化」
相手を自分に引き寄せる
相手が変化、自分は不変
「同化」、「共存半栄」

カルチャー・ショック

ポイント 異和
違いを認め、相互に受れる
相手も自分も変わる
相違を容認・受容する

「共存共栄」

４）アジア学院 アジア農村指導者養成専門学校（１９７３年創立） １９７４年に奉職

アジア・アフリカ・大洋州・ラテンアメリカの農村指導者の養成 ー共に生きるためにー
「人のいのちとそれを支える食べ物を大切にする世界をつくろう」



アジア学院学校林開設 1986年 馬頭町有林１.８町歩を50年間借受け、

3年間でヒノキ、９、０００を植林、全伐は２０３６年



５） 特定非営利活動法人 馬頭農塾

母屋；築１５０年
米蔵；築１００年
納屋；築１００年

２００９． ３． アジア学院退職
２００９．１０．土地購入
２０１０． ５．馬頭農村塾設立総会
２０１１． ９．ＮPO登記

目的（定款第３条）；
青少年に「生きる」喜びと自らの生き方を模索する場、「いのちをはぐくむ」場を提供し、
都市・農村交流を行う中で山林農地の活用を達成し、ひいては地域の活性化にも貢献すること。

設立の経緯；
馬頭町にありますアジア学院学校林の設立に関与したことから、馬頭町に友人も多く、
その内の一人から、「９町歩の土地が売りに出されているが、東京の産業廃棄物業者が
この土を狙っているので、何とかしてほしい」と、窮状を訴える依頼があった。何度か試み
たが解決に至らなかったので、それではと関東学院高等学校の卒業生・先輩後輩に呼び
か け、彼らを中心に１３人 の設立発起人で土地を買い、馬頭農村塾を立ち上げた。



関係団体

設立の経緯から、当初10年間は外部への公開を一 切して来なかったが、下記団体は設立
当初よリ様々なプログラムに参加して来た。これらは設立発起人の関係団体です。

東京農業大学海外移住研究部（東京都）
日本大学生物資源学部・畜産経営学研究室（藤沢市）
春光学園（横須賀市）
アジア学院（那須塩原市）
関東学院・中/高生物部（横浜市）
西那須野幼稚園（那須塩原市）
宇都宮YMCA（宇都宮市）
那須YMCA  （那須塩原市）
愛鶏園
陽だまり農場

近年馬頭農村塾は外部へ開かれる様になり新しい団体との協力・提携を模索している。
一般社団法人；シーズオブライフ (Seeds Of Life)



東京農業大学・海外移住研究部 最初のワークキャンプ 2010.2.17.



５月・田植え
会員
日大
鹿沼南高
アジア学院

日本大学・畜産経営学研究室（小林教授） 耕作放棄地の再生

関東学院中・高生物部９月・稲刈り （会員・日大・アジア学院他）



（2011年度） 卒論フィールドの提供 日大卒論 （2012度）



春光学園 キャンプ 宇都宮YMCA（とちぎ地球市民プロジェクト）

西那須野幼稚園 芋掘り アジア学院

アメリカ
高校生
2017.8.



６）森林・山村多面的機能発揮対策事業 開始：平成２６/町２０１４
ＮＰＯ法人馬頭農村塾 里山活性化部会、 里山６歩

１） 活動推進事業
２） 地域環境保全タイプ 里山林保全タイプ

侵入竹除去・竹林整備タイプ
（教育・研修タイプ）

３） 森林資源利用タイプ
４） 森林機能発揮タイプ
５） 関係人口タイプ



３）森林資源利用タイプ；伐採、炭焼き、素材生産、
チップ材

２）里山林保全タイプ；下草刈り・伐採整理・動植物の保護

４）森林機能発揮タイプ；山道の補修整備及び
作業道の造成・整備 ５）関係人口タイプ；植林、 トレッキング、カミングホームPR

刈払い 伐採

搬出 炭焼き



里山トレッキング ツリークライミング



ツリーハウス ｂｙ 東京農大・移住研

伐採
搬出
乾燥
皮剥
乾燥
組立
３年



７）Seeds Of Life （一般社団法人 シーズオブライフ）との関係

２０２１．８．23. SOLが「陽だまり農場」を訪問。この時より関係が始まった。



ナツハゼ狩り ２０２２．１０．９．



Seed Kitchen
シード・キッチン（１）

遺伝子操作された市販の種子ではなく、そ
の土地在来の種子を使って、有機栽培さ
れた野菜を調理する。



森のお話し

ジョンさんとトレッキング



植樹 （クヌギ500本） 2022.11.13.



ビオトープ(2024/10/13)



「トンボから見た馬頭農村塾のビオトープ」 10/13
那須野が原博物館 学芸員 多和田潤治氏



ビオトープ（ドイツ語、造語）；
生物が生きていく為には、それぞれに必要な条件

（気候・地形・日照・植生・餌資源など)がある。

Bio(生物)＋Top (場所）











Food Forest  11/3















若者の移住

１．浜中夫妻
浜中さんは信州大学卒業後、アジア学院に入学・卒業。浜中夫人は
東京農業大学卒業後に、一緒に帰農志塾（烏山市）を修了し、結婚。
２０１７．４．～ 馬頭農村塾に参加し、新規就農者として就農。

「陽だまり農場」開設し、現在に至る。自立。

２．東京農大・海外移住研究部の宇都宮さんは4年間の在学中に２０回以上
も馬頭農村塾を訪問して様々な活動に参加したが、2021年４月には那珂
川町の那須南森林組合に就職し、馬頭農村塾の近くに住んでいる。

３．東京農大・海外移住研究部の恩田さんは２０２３年3月に卒業し、森林
総合研究所に就職した。

こうして馬頭農村塾で作業に参加した若者が、近くに集まって来たり、農林関係
の仕事に就くのは頼もしい限りです。！！



苦労と対策

＊里山事業成功の要因；

１）人材；何といっても人材に尽きる。山に詳しい八木沢さんを得られたことが成功の 最大
の理由です。又、良き協力者を得られた事で、里山活性化部会のメンバーに、元栃木県
森林センター所長の田村さんを得られ、相談役として色々なアイデ アをいただきました。
又植物に滅法詳しい石山さんも加わってくれました。

２）作業機械の利用； 中古のユンボ、クローラー（運搬車）の利用。
ある程度は機械化しないと、省力化・時間短縮が出来ない。

３）「陽だまり農場」の存在；馬頭農村塾の農業部門を担当。将来の馬頭農村塾の担い手。

＊困った事；
１）作業者の高齢化で、如何ともし難い。

＊対策；
１）シーズオブライフ (Seeds Of Life) との出会い；
馬頭農村塾を対外的に開かれたものとすることを模索し始めた時に、理事長のジョン
さんが馬頭農村塾内の 「陽だまり農場」を訪問されましたが、これをきっかけに、協力
が始まりました。今後に期待しています。
これを機に積極的に外に開かれたものにするべく 努力していきます。

２）後継者の育成・発掘が急務；
幸い、里山関係では倉俣さんが積極的に手伝って呉れている。



森林・山村多面的機能発揮事業は、
ゼロ・エミッション（炭酸ガスの排出抑止）
に直結する遠大な計画を担っています。
皆さん、一緒に頑張りましょう！！

世界は貴方を必要とする！

今や、あなたの活躍する番だ！

世界に向けて、羽ばたけ！

終わり

感謝！
森林・山村多面的機能発揮対策事業が無ければ、資金を全く持たない我々の様な
零細規模の団体では、ここまで出来ませんでした。感謝申し上げると同時に、もっと
この事業を広く周知させて、拡げていかれることを希望します。


